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神奈川県民ホールのオルガン・アドバイザー、中田恵子さん
パイプオルガンは風をパイプに送り、空気を振動させて音を出す鍵盤楽器で、大きさや荘厳な音色から「楽器の王様」とも呼ばれる。オルガニストの中田恵子さんは2021年4月、神奈川県民ホール（横浜市中区）のオルガン・アドバイザーに就任した。「オルガンの音色や響きは人々の心にそっと寄り添ってくれる不思議な魅力がある」と話す。

子どものころからピアノを習っていたが、音楽一本で生きていく自信がなく、東京女子大学に進んだ。普通の学生生活を送っていたある日、大学の教会でオルガンに出合った。「上から降り注いでくる音に衝撃を受けた。尊敬するバッハをオルガンで弾きたい」との思いが強まった。

卒業後、東京芸術大学オルガン科に入った。大学院修了後はフランスに留学し、2013年のアンドレ・マルシャル国際オルガンコンクールで優勝した。「遠回りして大変だったが、一般の大学で学んだことは、オルガンにもクラシック音楽にも親しんでいない人に、どうやってオルガンの面白さを伝えるのかを考える際に役立っている」と話す。

県民ホールのオルガンは1975年開館に合わせてドイツのクライス社が設置した。当初は舞台の右側にあったが、90年に正面に移設した。「観客との距離が近く、オルガニストの息遣いが感じられるのも魅力だ」

8月20日に開かれるオープンシアター2022で、中田さんはファミリーコンサート「くらべてみよう！オルガンとピアノのちがい」に出演する。「子どもたちにもオルガンの魅力を伝えたい」と意気込む。

（仲村宗則）




